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ヒグマの生態調査で北大と協定

現
在
、
携
帯
電
話
網
を
活

用
し
た
ヒ
グ
マ
の
行
動
調
査

を

「
北
海
道
大
学
獣
医
学

部
」
と
当
町
に
所
在
す
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
知
床
情

報
セ

ン
タ
ー
」
、
並
び
に

「
町
」
、

「
Ｎ
Ｔ
丁
」
、

「知
床
財
団
」
な
ど
が
連
携

し
て
実
施
し
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
貴
重
な
ヒ
グ
マ
の
生

態
情
報
の
収
集
を
し
て
い

る
。
こ
の
取
り
組
み
を
き
っ

か
け
と
し
、
北
海
道
大
学

は
、
標
津
町
の
多
様
な
自
然

と
、
こ
れ
ら
と
共
存
し
た
酪

農
業
、
漁
業
の

一
次
産
業
が

形
成
さ
れ
、
大
動
物
か
ら
小

動
物
、
野
生
動
物
な
ど
の
多

様
な
動
物
に
恵
ま
れ
て
い
る

と
い
う

「地
の
利
」
に
つ
い

て
獣
医
学
教
育
の
観
点
か
ら

注
目
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
関

係
者
と
情
報
交
換
、
当
地
の

視
察
、
調
査
を
行
な
っ
て
い

た
だ
く
な
ど
協
議
を
続
け
て

き
た
。
こ
の
結
果
、
来
る

３
月
１０
日
に

「
国
立
大
学

法
人

・
北
海
道
大
学
院
獣

医
研
究
科
及
び
獣
医
学
部
」

と

「標
津
町
」
は
、
根
室
管

内
の
知
の
拠
点
形
成
を
め
ざ

し
、
学
術

・
地
域
振
興

・
教

育
文
化
な
ど
の
分
野
に
お
け

る
協
働
を
推
進
す
る
た
め
連

携
協
定
に
調
印
す
る
に
至
っ

た
。

連
携
事
項
は

①
野
生
動
物
の
生
態

・
感
染

症

・
保
護
管
理
お
よ
び
環
境

保
全
研
究

②
家
畜
の
獣
医
療

・
飼
育
管

理
お
よ
び
農
林
水
産
業
の
地

域
振
興

③
学
生
実
習

・
研
修

・
公
開

講
習
な
ど
の
人
的
交
流

・
人

材
育
成

④
そ
の
他
必
要
な
事
項
　
こ

の
取
り
組
み
は
、
大
学
に

と

っ
て
も
地
域
に
と

っ
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「価
値
」

を
高
め
る
た
め
に
有
意
義
で

あ
る
。

標
津
町
で
最
大
積
深
が
昨

年
度
の
５０

ｃｍ
に
対
し
、
３
月

６
日
現
在

で
１０３

ｃｍ
に
達
し

た
。
人
的
被
害
は
報
告
さ
れ

て
な
い
が
、
由辰
業
関
連
施
設

５
件
の
被
害
の
報
告
が
あ

る
。
道
路
除
雪
は
、
幹
線
・生

活
路
線

の
確
保
を
優
先
す

る
と
と
も
に
今
年
度
か
ら

歩
道
除
雪
の
強
化
を
図

っ

て
い
る
。
除
雪
費
用
は
２
月

‐７
日
時
点
で
予
算
額
５
５
，

５
７
６
千
円
の
８５
％
と
な
る

４
７
，
０
７
４
千
円
の
支
出

と
な

っ
た
。
２
月
お
よ
び
３

月
５
～
７
日
に
か
け
て
大
雪

に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
２
５
，
０
０
０
千
円
の
増

額
補
正
予
算
を
提
案
し
た
。

本
年
２
月
、
平
成
２４
年
度

町
内
保
育
園
の
園
児
の
募
集

を
行
な

っ
た
と
こ
ろ
、
古

多
糠
こ
ば
と
保
育
園
に
つ
い

て
は
、
４
名
の
対
象
者
に
対

し
、
入
園
を
希
望
す
る
園
児

は
ゼ
ロ
と
な
っ
た
た
め
、
平

成
２４
年
度
、
同
園
に
つ
い
て

は
休
園
と
す
る
。
今
回
の
体

園
措
置
は
平
成
２４
年
度
予
算

編
成
後
に
決
定
し
た
こ
と
か

ら
、
へ
き
地
保
育
園
費
の
減

額
に
つ
い
て
は
、
し
か
る
べ

き
時
期
に
実
施
す
る
。
ま
た

過
去
に
お
い
て
は
、
園
児
数

５
名
以
下
を

「
へ
き
地
保
育

園
閉
園
の

一
定
の
め
や
す
」

と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平

成
２５
年
度
以
降
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
当
該
地
区
の
子
ど

も
数
の
動
向
を
勘
案
す
る
と

と
も
に
、
地
域
と
の
協
議
を

充
分
図
り
な
が
ら
、
方
向
性

を
示
し
て
い
く
。

金澤瑛町長と青山信―教育長の行政報告
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同意案件

根室町村等公平委員会委員

池田―昭氏
任期 平成24年 4月 1日 ～

平成28年 3月 2日

財政課の新設

標津町の課設置条例の改定で

財政課が設置されたことによ

り町議会での所管は総務経済

常任委員会となりました

条例制定と改正

標津町浄化槽市町村整備事業

に関する条例の制定など12

件の条例改正を議決し讀した

予算委員会を設置

平成24年度予算の審議のた

め予算審査特別委員会を設置

しました

委員長藤巷国治

１
月
１７
日
に
開
催
さ
れ
た

第
１
回
標
津
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
元
標
津
町
議
会
議

長
の
荒
谷
良
治
氏
に
標
津
名

誉
町
民
条
例

（昭
和
５８
年
制

定
）
に
基
づ
き
名
誉
町
民
の

称
号
を
送
る
こ
と
を
議
決
し

ま
し
た
。

・
住
所
　
標
津
町
忠
類
４２
番

地・
生
年
月
日
　
昭
和
５
年
２

月
１
日

・
議
員
歴
　
標
津
町
議
会
議

昌
（　
昭
和
５４
年
～
平
成
１９
年

２８
年

（内
議
長
１６
年
）

・
公
職

・
団
体
歴

・
賞
罰

（主
要
経
歴
）

標
津
漁
業
協
同
組
合
代
表

監
事
　
標
津
町
体
育
協
会
会

長
　
社
会
福
祉
法
人
標
津
福

祉
会
理
事
長

根
室
支
庁
管
内
町
村
議
会

議
長
会
会
長
　
北
海
道
町
村

議
会
議
長
会
理
事

（表
彰
歴
）

総
務
大
臣
表
彰

北
海
道
町
村
議
会
会
長
表
彰

標
津
町
表
彰

（自
治
功
労
）

旭
曰
双
光
章

（自
治
功
労
）

そ
の
他
多
数

荒
谷
良
治
元
標
津
町
議
会
議
長
を

標
津
町
名
誉
町
民
に

200,000政策積立

1,059昌濾饗壇塞房猶
22,535惨

堪詈艦 み

49,300主に政策積立

46,908事業費・事業量の増

50,300主に政策積立

7,377誉界冒屏語峯製墨「
ダ~に

1,400指定寄附

25,000委託料の不足

一般会計補正予算
主rJ事項 (執イ予残などは除く)

項 目     金 額

標津高校卒業者就労支援

財政調整基金積立

標津町線代替バス運行費

病院会計繰出

酪肉経営振興対策基金積
ユ

畜産担い手育成総合整備

水産振興基金積立

漁業管理施設更新

冬まつりの助成

除雪及び排雪

▲3,667

(単位 千円)

内 容

年度途中で退職

副委員長石橋昌幸

3 しべつ議会だより



般 質 問
し3人の議員が5項目にわたり町長と教育長に質問しま

機
能
全
面
停
止
中
Ｈ

Ｑ

２０
年
４
月
か
ら
標
津
漁

港
の
清
浄
海
水
供
給
施
設
が

一
部
運
用
開
始
さ
れ
た
。
約

７
百
万
円
の
維
持
費
の
ほ

か
、
設
計
上
の
問
題
か
ら
発

生
す
る
多
額
の
維
持
費
の
増

加
、
５
～
‐０
年
後
の
機
械
更

新
費
用
１
億
３
千
万
円
の
漁

業
者
負
担
に
つ
い
て
問
題
提

起
を
し
て
き
た
。
機
器
更
新

は
道
が
行
な
う
こ
と
で
決
着

し
、
町
の
対
応

に
感
謝
し
て
い

る
。し

か
し
、
施

設
の
稼
働
に
つ

い
て
は
運
用
開

始
時
か
ら
ト
ラ

ブ

ル

が

続

出

し

、

２

年

半

た
っ
た
現
在
、

根
本
的
改
善
ど

こ
ろ
か
何
ら
か

の

改

善

も

無

く
、
当
初
心
配

し
指
摘
し
て
い

た
事
態
を
は
る

設
計
ミ
ス
Ｈ

２４
年
度
に
環
境
衛
生
管

理
型
漁
港
整
備
が
完
成
す

る
。　
一
時
し
の
ぎ
の
改
善
で

海
水
供
給
施
設
の
引
き
渡
し

を
受
け
た
場
合
、
膨
大
な
維

持
費
増
と
な
り
漁
民
を
苦
し

め
る
こ
と
に
な
る
。
改
修
停

止
中
も
１５０
万
円
の
電
気
料
が

か
か
り
漁
協
が
負
担
し
て
い

る
。
設
計
上
の
ミ
ス
を
漁
業

者
が
負
担
す
る
の
は
お
か
し

しΠ
目
指
摘
の
と
お
り
設
計
に

大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

「維
持

管
理
に
か
か
る
確
認
書
」
を

交
わ
し
て
い
る
が
、
不
完
全

な
ま
ま
で
の
引
き
受
け
に
は

な
ら
な
い
。
完
成
後
、
使
用

に
支
障
が
な
い
と
確
認
す
る

ま
で
確
認
書
の
効
力
を
停
止

す
る
。
振
興
局
も
理
解
し
て

い
る
。
道
は
２４
年
度
で
衛
生

管
理
型
漁
港
の
最
終
年
と
し

て
い
る
が
、
給
排
水
施
設
の

改
善
が
完
全
に
さ
れ
る
ま
で

完
成
と
み
な
さ
ず
、
施
設
の

引
き
渡
し
を
受
け
な
い
。

標
津
港
給
排
水
設
備

一
時
し
の
ぎ
の
改
善
で
は
ダ
メ
Ｈ

か
に
超
え
る
全
面
機
能
停
止

に
陥

っ
て
い
る
。
町
の
対
応

を
伺
い
た
い
。

日
田
部
分
的
な
対
応
で
は
解

決
に
な
ら
な
い
。
ト
ラ
ブ
ル

原
因
の
究
明
と
早
期
安
定
稼

働
を
再
三
に
わ
た
り
根
室
振

興
局
に
要
請
し
て
い
る
。

請
負
業
者
の
倒
産
で
工
事

が
中
断
さ
れ
て
い
る
。

今
秋
の
サ
ケ
漁
に
間
に
合

わ
せ
る
と
の
確
約
を
得
て
い

る
。

道
の
責
任
か
ら
発
生
す

る
維
持
管
理
費
の
増
が
漁
業

者
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、

「確
認
書
」
当
事
者
と
し
て
の

町
の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

爾
一
稼
働
後
す
ぐ
故
障
が
続

く
こ
と
は
想
定
し
て
い
な

小川悠治議員

道
の
責
任
が
漁
民
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
な
町
の
対
応
を

い
場

綴
鰊

か
っ
た
。
圭貝
任
主
体
は
道

振

興
局
で
あ
り
、
一時
し
の
ぎ
の

整
備
と
は
な
ら
な
い
。
要
請

活
動
は
信
義
を
重
ん
じ
頭
越

し
に
上
部
機
関
に
行
か
な
い

が
、
ラ
チ
が
開
か
な
け
れ
ば

そ
れ
も
含
め
て
考
え
る
。

4
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目
日
□
閤
目
闘
目
園
□
同
圏
リ

③
専
用
回
線
を
用
い
て
お
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
は
ア

ク
セ
ス
で
き
ず
、
情
報
は
高

度
な
暗
号
処
理
を
施
す
と
共

に
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
免

震

・
耐
火
構
造
と
な
っ
て
お

り
、
外
部
か
ら
の
進
入
を
防

ぐ
措
置
を
何
重
に
も
構
じ
、

総
務
省
の
情
報
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

最
高
レ
ベ
ル
を
満
た
し
て
い

る
。

学
校
Ｉ
Ｃ
丁
環
境
整
備

を
推
進
し
て
い
る
標
津
町
教

育
委
員
会
は
、
道
教
委
が
平

成
２４
年
４
月
よ
り
導
入
す
る

「北
海
道
公
立
学
校
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入

・
運

用
す
る
計
画
で
あ
る
。
学
校

や
児
童

・
生
徒
に
関
す
る
情

報
を
デ
ジ
タ
ル
化
し

「北
海

道
電
子
自
治
体
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
に
於
い
て

一
括

管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
教
職
員
の
校
務
処
理
の

効
率
を
図
り
、
児
童

・
生
徒

と
向
き
合
う
時
間
を
増
や
す

事
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入

・

運
用
に
関
し
、
次
の
３
点
を

質
し
た
い
。

①
多
種
多
様
な
機
能
を
有
す

る
が
故
に
、
か
え
っ
て
煩
雑

に
な
り
、
時
間
の
浪
費
を
生

じ
る
事
に
な
る
の
で
は
？

②
独
自
で
民
間
の
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
場
合
よ
り
安
価

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が

想
定
利
用
料
金
等
は
？

③
新
聞
紙
上
で

「情
報
流
出

の
懸
念
消
え
ず
」
と
報
道
さ

れ
て
お
り
、
本
シ
ス
テ
ム
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
安
全
性
が

問
わ
れ
て
い
る
が
？

Π
】
～
質
問
に
答
え
て
～

①
校
務
シ
ス
テ
ム
は
、
教
務

シ
ス
テ
ム
と
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ

ア
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が

共
に
共
通
の
書
式
で
統

一
さ

れ
、
共
有
化
が
容
易
で
あ
り

成
績
処
理
、
児
童

・
生
徒
情

報
機
能
等
の
デ
ー
タ
ー
の
出

し
入
れ
が
従
前
よ
り
簡
潔
と

な
り
、
電
子
メ
ー
ル
機
能
の

活
用
に
よ
り
、
各
種
連
絡
網

が
充
実
さ
れ
る
。

②
平
成
２４
年
４
月
か
ら
の
導

入
校
に
つ
い
て
は
、
初
期
設

定
費
は
無
償
と
な
り
、
年
間

使
用
料
は
１
校
当
た
り
１８
万

円
で
あ
り
、
独
自
に
民
間
の

シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
場
合

の
１
／
３
以
下
で
利
用
で
き

る
。

町
政
執
行
方
針
に
於
い

て
当
町
は
、
本
年
を

「
防

災

・
減
災
対
策
強
化
元
年
」

と
位
置
づ
け
、
自
助

・
共

助

・
公
助
の
理
念
に
立
ち

①
防
災
マ
ッ
プ
の
全
面
改
訂

②
標
高
標
示
板
の
設
置

③
避
難
誘
導
看
板
の
整
備

④
防
災
行
政
無
線
、
消
防
救

急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

等
を
推
進
し
、
地
域
防
災
力

の
向
上
を
図
る
計
画
に
あ

る
。大

惨
事
と
な
っ
た
昨
年
の

東
日
本
大
震
災
の
死
者
の
実

に
９０
％
以
上
が
、
津
波
に
よ

る
水
死
で
あ
っ
た
。
太
平
洋

の
平
均
水
深
４
，
０
０
０
ｍ

で
の
※
津
波
の
速
度
は
秒
速

約
２００
ｍ

（時
速
７２０
師
）
に
達

す
る
。
更
に
、
先
の
大
震
災

に
於
い
て
は
、
遡
上
速
度
が

秒
速
１０
ｍ

（時
速
３６
師
）
を

記
録
し
て
い
る
。

三
陸
地
方
の
言
い
伝
え

「津
波
て
ん
で
ん
こ

（自
分

の
命
は
自
分
で
守
れ
、
津
波

の
時
は
、
て
ん
で
ん
ば
ら
ば

ら
に
逃
げ
ろ
）
」
を
忠
実
に

守
り
、
日
頃
、
防
災
教
育
並

び
に
避
難
訓
練
を
励
行
し
て

い
た
釜
石
市
の
小

。
中
学
校

は
約
３
，
０
０
０
人
の
児
童

生
徒
が
無
事
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
実
を
鑑
み
、
標
高

５
ｍ
以
下
に
役
場
庁
舎
、
市

街
地
を
有
す
る
当
町
は
、
津

波
を
想
定
し
た
実
践
的
な
総

合
防
災
訓
練
の
実
施
が
強
く

望
ま
れ
る
。
見
解
を
伺
い
た

しΠ
日
本
年
を

「防
災

・
減
災

対
策
強
化
元
年
」
と
位
置
づ

け
３
億
５
千
５
７
５
万
円
を

防
災
震
災
対
策
予
算
と
し
て

計
上
し
て
い
る
。

ク釜
石
の
奇
跡
″
と
言
わ

れ
た
釜
石
市
内
の
小

・
中
学

生
約
３
千
人
が
無
事
避
難
で

き
た
の
は
、
防
災
教
育
が
減

災
意
識

（避
難
優
先
）
に
重

き
を
置
い
た
賜
で
あ
る
と
市

長
は
述
べ
て
い
る
。
大
震
災

の
教
訓
の
下
、
道
は
今
後
発

生
し
た
場
合
に
於
い
て
、
大

き
な
被
害
を
被
る
と
想
定
さ

れ
る
十
勝

・
釧
路

・
根
室
の

３
地
域
合
同
の

一
定
規
模
の

実
践
的
訓
練
を
計
画
し
て
お

り
、
当
町
も
参
加
を
考
慮
す

る
。
更
に
、
防
災

・
減
災
意

識
の
高
揚
に
務
め
、
内
容
を

精
査
し
、
町
内
会
の
協
力
の

下
、
実
践
的
な
総
合
防
災
訓

練
の
実
施
を
目
指
し
た
い
。

街
声

澤波のスピー ドは遭い

※津波の速度 Vは次の式により求められる

∨=7電H〔m/秒〕

g:重カカロ速度 9.8〔 m/秒 2〕

H:水

太平洋の平均水深 H=4,000〔 m〕 の場合

V=v/gH=7′ 98× 4,000=v/39,200

=197.99≒ 200〔 m/秒〕……秒速200m
l〔時間〕=3,600〔秒〕であるから

200× 3,600=720,000〔m/時〕

=720〔km/時〕一時速 720 km

吉田 智議員

ス

深〔m〕
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テ
ム
」
の
導
入
ｏ運
用
に
関
し
て

津
波
を
想
定
し
た
実
践
的
な

総
合
防
災
訓
練
を
！



町
内
会
と
鍵
藤

過
去
の
巨
大
地
震
、
そ

れ
に
よ
る
津
波
の
規
模
が
調

査
さ
れ
そ
の
痕
跡
を
明
ら
か

に
す
る
事
に
よ
っ
て
来
る
事

を
想
定
し
て
震
災
に
備
え

る
。
１
９
９
３
年
の
北
海
道

南
西
沖
地
震
、
１
９
９
５
年

の
阪
神
大
震
災
、
２
０
０
４

年
の
新
潟
県
中
越
地
震
、
そ

し
て
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
と
、
フ」
の
２０
年
の
間

に
大
き
な
地
震
、
津
波
、
そ
れ

に
よ
る
、
地
震
火
災
、
道
路
の

陥
没
、
建
物
の
崩
壊
な
ど
大

き
な
災
害
が
何
回
と
な
く
発

生
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
を
生
か
し
、
新
し

い
防
災
マ
ッ
プ
の
津
波
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ど
の
く
ら

い
の
高
さ
に
な
り
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
作
成
し
た
な
ら
、

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

も
し
避
難
が
長
引
く
場
合
、

高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
対
応

は
ど
う
な
る
の
か
。
冬
の
災

害
が
発
生
し
た
時
、
避
難
す

る
経
路
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
町
内
会
の
自

主
防
災
組
織
へ
の
考
え
方

は
。
そ
し
て
役
場
庁
舎
や
職

員
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
と
き
を
想
定
し
て
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
た
事

が
あ
る
の
か
。

ｎ
四
防
災
マ
ッ
プ
発
行
の
準

備
を
し
て
い
る
。
お
も
な
変

更
点
に
つ
い
て
は
今
回
は
航

空
写
真
か
ら
避
難
所
の
位
置

を
表
す
予
定
で
す
。
冬

の

避
難
は
北
海
道
を
は
じ
め
と

し
て
市
町
村
の
課
題
。
１
月

～
２
月
が

一
番
気
温
が
下
が

り
、
し
か
も
猛
吹
雪
、
地

震
、
停
電
、
津
波
が
お
こ
っ

た
ら
最
悪
の
事
態
。
し
か
も

情
報
も
途
絶
え
て
い
る
の
で

対
応
は
困
難
の
状
態
で
、
こ

れ
を
ど
う
す
る
の
か
。
道
路

の
速
や
か
な
除
雪
を
し
て
行

き
、
今
年
度
ま
で
に
毛
布
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
暖
房
器
具
を

備
蓄
、
管
理
す
る
。
町
内
会

と
行
政
の
協
力
計
画
、
災
害

時
に
お
け
る
避
難
誘
導
や
避

難
所
の
管
理
運
営
の
ほ
か
、

情
報
収
集
、
炊
き
出
し
、
救

助
活
動
な
ど
住
民
組
織
に
要

請
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

特
に
被
災
直
後
に
お
い
て
は

被
害
が
大
き
い
ほ
ど
公
的
な

支
援
が
届
き
に
く
い
。
又
本

町
は
道
内
の
中
で
も
特
に
沿

岸
に
近
い
市
町
村
１７
の
中
に

入
っ
て
い
る
。
行
政
機
能
が

マ
ヒ
し
な
い
た
め
に
も
対
策

し
て
い
る
。
行
政
運
営
に
必

要
な
デ
ー
タ
は
電
子
化
さ
れ

て
い
る
。
住
民
情
報
、
税
情

報
な
ど
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム

の
デ
ー
タ
に
つ
き
ま
し
て
は

札
幌
情
報
シ
ス
テ
ム
で
管
理

す
る
。
職
員
の
パ
ソ
コ
ン

デ
ー
タ
を
管
理
し
て
い
る

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
に
つ
い
て

も
川
北
地
区
で
こ
れ
を
管
理

し
て
行
く
。

会
な
ど
が
情
報
共
有
し
万
が

一
の
非
常
時
に
備
え
る
の
が

目
的
。
支
援
活
動
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
た
の
が
個
人
情
報

保
護
法
、
あ
ま
り
に
も
厳
密

な
運
用
が
か
え

っ
て
支
障

と
な
っ
て
い
る
。
登
録
を
拒

む
対
象
者
に
は
人
命
に
関
わ

る
こ
と
で
あ
る
場
合
、
個
人

情
報
の
利
用
は
必
要
と
し
独

自
の
支
援
計
画
を
作
成
す
る

手
続
き
を
ふ
ま
え
て
、
災
害

時
に
運
用
出
来
る
よ
う
に
す

べ
き
。
２
０
０
６
年
の
介
護

保
険
法
改
正
で
高
齢
者
の
受

け
皿
を

「施
設
」
か
ら

「在

宅
」
重
視
の
方
針
に
転
換
し

介
護
を
要
す
る
人
が
今
よ
り

も
増
え
、
単
身
、
夫
婦
の
み

の
高
齢
者
世
帯
や
認
知
症
の

人
も
増
え
る
。
町
内
会
の
役

割
、
見
守
り
体
制
な
ど
行
政

の
後
押
し
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
お

聞
き
し
た
い
。

Π
一
誰
も
看
取
る
人
が
い
な

く
て
数
日
間
、
数
ヶ
月
も
放

置
さ
れ
て
い
る
孤
立
死
は
人

間
の
尊
厳
に
も
関
わ
る
間

題
。
町
と
し
て
も
６５
才
以

上
の
独
居
老
人
、
重
度
身

体
障
害
者
で
毎
日
の
生
活
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
に
、

標
津
消
防
署
に
直
結
さ
れ
て

い
る
緊
急
通
報
設
備
を
無
償

で
貸
与
し
て
い
る
。
又
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
ま
な
す

苑
に
委
託
し
て
６５
歳
以
上
の

独
居
老
人
な
ど
調
理
困
難
な

方
に
在
宅
支
援
と
し
て
１
日

１
食
３
０
０
円
で
弁
当
の
宅

配
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
安
否

も
確
認
し
て
い
る
。
緊
急
通

報
設
備
利
用
者
は
２５
名
、
宅

配
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
は
年

１
５
０
名
、
又
孤
立
状
態
で

は
な
い
が
同
居
者
に
事
故
が

あ
り
自
力
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
発
信
が

困
難
と
思
わ
れ
る
障
害
者
、

児
童
も
含
め
て
３０
数
名
い

る
。
要
援
護
者
台
帳
を
速
や

か
に
整
備
し
町
内
会
に
も
協

力
し
て
い
た
だ
き
対
応
し
て

い
く
。

平
成
９
年
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
が
主
体
と
な
り
独
居

老
人
の
見
守
り
隊
、
町
内
会

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち

上
げ
、
町
内
会
こ
と
に
福
祉

協
力
員
を
配
置
し
て
い
る
。

「標
津
町
災
害
時
要
援

護
者
台
帳
登
録
申
請
書
」

は
、
災
害
時
に
、
支
援
活
動

が
し
や
す
い
よ
う
に
高
齢
者

や
障
害
者
の
生
活
状
況
を
把

握
し
て
、
関
係
機
関
、
町
内

石橋昌幸議員
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北
海
道
な
ら
で
は
の
災
害
対
策
を

町
民
の
安
全
と
安
心
対
策



常任委員会の動き

道
外
で
視
寮

総
務

・
経
済
常
任
委
員
会

４
名
は
１１
月
１６
日
～
１９
日
に

徳
島
県
を
中
心
に
視
察
を
実

施
し
ま
し
た
。
上
勝
町
で
は

一い
ろ
ど
り
』
の
大
き
な
産

業
の
無
い
中
で
、
町

・
農

協

・
い
ろ
ど
り
が

一
体
と
な

り

「さ
し
み
の
ツ
マ
」
を
全

国
に
販
売
し
高
齢
者
の
収
入

の
確
保
を
図
っ
て
い
る
シ
ス

テ
ム
や
発
想
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
他
、
農
漁
業
等
の

産
業
廃
棄
物
の
工
場

（徳
島

開会中の継続調査

①産業環境。防災林。景観林に

関して

②エゾシカの食害対策に関して

③サーモンパークの活性化策に

関して

④秋鮭資源減少対策に関して

2月 21日 常任理事会を開催し、各

課から3月 定例議会の提案内容の説

明を受けました。

市
岸
グ
ル
ー
プ
）
や
標
津
町

へ
も
納
入
さ
れ
て
い
る
漁
群

探
知
機
を
製
造
販
売
し
て
い

る
会
社
な
ど
を
視
察
研
修
を

し
ま
し
た
。

当
委
員
会
第
１０
回
か
ら
１３

回
ま
で
の
調
査
事
件
、
所
管

課
協
議
報
告
事
項
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

第
１０
回
委
員
会

（１０
月
２６
日
開
催
）

調
査
事
項

①
高
齢
者
福
祉

・
高
齢
者
福
祉
制
度
の
概
要

・
高
齢
者
医
療
制
度
の
概
要

・
国
民
年
金
の
納
付
、
給
付

の
実
態

第
１１
回
委
員
会

（１１
月
２５
日
開
催
）

調
査
事
項

①
高
齢
者
福
祉

・
高
齢
者
福
祉
制
度
の
概
要

・
高
齢
者
福
祉
相
談
員
の
設

置
目
的

そ
の
他

①
公
営
住
宅
の
現
状

②
公
営
住
宅
の
建
替
え
計
画

第
１２
回
委
員
会

（‐２
月
８
日
開
催
）

調
査
事
項

①
標
津
川
自
然
復
元
川
づ
く

り
計
画

②
高
齢
者
福
祉

所
管
課
協
議
報
告
事
項

①

〈教
育
委
員
会
〉
教
育
関

連
の
報
告
、
教
育
費
第
５
号

補
正
予
算

②

〈保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
〉

標
津
介
護
サ
ー
ビ
ス
高
齢
者

下
宿
改
修
工
事
に
対
す
る
支

援
、
標
津
町
介
護
保
険
特
別

会
計

（事
業
勘
定
）
補
正
予

算

（第
２
号
）

③

（標
津
病
院
〉
新
た
な
地

域
医
療
再
生
計
画

④

〈住
民
生
活
課
〉
し
尿
処

理
手
数
料
の
見
直
し

⑤

〈建
設
水
道
課
〉
標
津
町

浄
化
槽
条
例

⑥

〈企
画
政
策
課
〉
消
防
救

急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

⑦

〈農
林
水
産
課
〉
戸
別
所

得
保
障
、
水
産
物
消
費
流
通

対
策
事
業

③

（商
工
観
光
課
〉
サ
ー
モ

ン
科
学
館
運
営
収
支
改
善
及

び
活
性
化
検
討
委
託
報
告

第
１３
回
委
員
会

（‐２
月
２２
日
開
催
）

調
査
事
項

①
公
営
住
宅
の
家
賃

②
高
齢
者
事
業
に
係
る
情
報

交
換

目

〕
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平成24年度各会計予算全会一致で可決

予算総額85億95998万円
(対前年比4.5%増 )

～ ふるさと新生プラン・ステップⅡの確実な実践 ～

海・山・川・大平原がおりなす感動の大地・標津町

3月 12日～ 14日

３
月
８
日
か
ら
１５
日
ま
で

開
催
さ
れ
た
第
１
回
定
例

議
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計

を
は
じ
め
各
特
別
会
計
の
平

成
２４
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ

た
。ま

ち
づ
く
り
の
目
標
で
あ

る
「ふ
る
さ
と
新
生
プ
ラ
ン
・

ス
テ
ツ
プ
Ⅱ
」
が
昨
年
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
、
本
年
は
、
計

画
の
確
実
な
実
践
に
向
け
、

４
月
か
ら
様
々
な
施
策
が
実

施
さ
れ
る
。

（以
下
町
の
説
明
〉

今
年
度
の
予
算
編
成
は
、

行
財
政
改
革
を
引
き
続
き
推

進
し
な
が
ら
、
「
ふ
る
さ
と

新
生
プ
ラ
ン
・ス
テ
ッ
プ
Ⅱ
」

で
掲
げ
た
各
事
業
を
計
画

的
に
、
確
実
に
実
践
す
る
た

め
、
重
点
事
業
の
積
極
的
な

計
上
を
行
っ
た
ほ
か
、
施
設

の
耐
震
化
な
ど
に
係
る
財
政

需
要
に
備
え
る
な
ど
、
財
政

基
盤
の
強
化

・
健
全
財
政
の

堅
持
を
意
識
し
た
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、

自
主
財
源
の
基
本
で
あ
る
町

税
が
、
対
前
年
比
３
・
６
％

増
の
６
億
２
０
１
万
円
を
計

上
。歳

入
の
大
宗
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
、
「
地
域
主

権
改
革
に
沿

っ
た
財
源
の

充
実
を
図
る
」
と
し
た
国

の
財
政
計
画
に
の
っ
と
り
、

同
０
・
５
％
増
の
２８
億
５
，

４
３
１
万
円
を
見
込
み
ま
し

た
。歳

出
で
は
、
人
件
費
は
、

退
職
者
不
補
充
な
ど
の
行
財

政
改
革
継
続
に
よ
り
対
前
年

比
３
・４
％
減
と
す
る

一
方
、

本
年
を

「防
災

・
減
災
対
策

強
化
元
年
」
と
位
置
づ
け
し
、

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

事
業
を
は
じ
め
と
し
た
防

災
対
策
の
推
進
に
３
億
３
，

５
９
３
万
円
、
下
水
道
未
整

備
地
域
の
浄
化
槽
整
備
事

業
に
５
，
９
８
７
万
円
を
新

た
に
計
上
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
一
般
会
計
予
算
額
は

同
５
・
０
％
増
の
５７
億
６
，

５
０
０
万
円
、
各
会
計
を
含

め
た
全
会
計
の
予
算
額
合
計

は
同
４
・５
％
増
の
８５
億
９
，

９
９
８
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

平
成
２４
年
度
の

一
般
会
計

・
８

特
別
会
計

・
企
業
会
計
は
、
３
月

‐２
日
～
１４
間
迄
の
３
日
間
、
予
算

審
査
特
別
委
員
会

（藤
巻
国
治
委

員
長

・
石
橋
昌
幸
副
委
員
長
）
で

慎
重
に
審
議
さ
れ
、
理
事
者
及
び

担
当
職
員
が
出
席
し
、
質
疑
終
了

後
、
各
会
計
こ
と
に
討
論

・
採
決

を
行
っ
た
。

委
員
会
に
於
い
て
は
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
最
大
の
効
果
を
挙

げ
る
事
を
前
提
に
活
発
な
質
疑
が

行
わ
れ
、
各
会
計
と
も
全
会

一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

３
月
１５
日
に
再
開
し
た
本
会
議

に
於
い
て
、
藤
巻
委
員
長
か
ら
委

員
会
審
査
報
告
が
な
さ
れ
、
各
会

計
と
も
原
案
可
決
と
な
っ
た
。

予算審査特別委員会
～限られた財源の中で最大の効果を～

藤巻委員長

可

しべつ議会だより 8
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プ ′

ノ ′ ノ ノ ノ ´ ノ ,ノ
行政力によるまちづくりの推進～

町税
6億201万 円
(1040/。 )

※自主財源 11億 2.121万円  (195%)
※依存財源 46億4,379万円  (805%)

繰入金
2億 6,928万円

///(470/0)

使用料ほか
2億 4,992万円

(44ツ6)

地方譲与税ほか
2億 1,900万 円

(380/0)

道支出金
3億2,985万円

(57%)

5。0%増

l口 uJ月 り」 r】 υ  ヽ   民生費

113場
}ミご:r"矛l億稲歩;り

万P
ン/  (73°

。)

労働費
1,106万 円
/(020/。

)

一般

会計

対前年比

地方交付税
28億 5.431万円

(4950/0)

歳出
N

‐57億6,500万円
教育費

3億9094万円
(68%)

』̈ｍ
i水 産業費
775万 円

(105%)
―― 町債
8億3,714万円

(1450/0)

― 商工費
1億4,301万円

(25%)

1 各会計予算額

会 計 区 分 平成24年度 平成23年度
対前年度

比較 (%)

一 般 会 計 57億6,500万円 54億8,800万円 50

特

8億9,492万円

4億 1,284万円

2,881万円

8億8,820万円

3億 9,457万円

3,024万円

08

46

▲47

局」
後期高齢者医療特別会計 ]億 1,715万円

]億4,774万 円

]億463万円

1億6,610万円

120

▲ ]]]

3億5,103万円 3億2,087万円 94

1,349万円

1億 1,617万円

1,182万円

1億76万円

141

153

特 別 会 計 合 計 20億8,213万円 20億 1,720万 円 32

企
業
会

7億404万円

4,881万 円

6億7,939万円

4,118万 円

36

185

|

計 7億 5,285万円 7億 2,057万円 45

計総 85億9,998万円 82億2,577万円 45

※各会計の端数処理により、合算と合計額が合わない場合があります。

「財源別J内訳

収益的収支

資本的収支



～
手
火
山
造
り
「鮭
節
」物
語
～

「旨
い
蕎
麦
が
食
べ
た
い
」
一
心
で

出
合
っ
た
人
達
と
鮭
節

あ
る
会
合
の
あ
と
、
い
つ
も
の

メ
ン
バ
ー
で
手
打
ち
蕎
麦
を
楽
し

み
な
が
ら
、
正
範
（ま
さ
の
り
）八

ウ
ス
で

一
献
交
し
て
い
た
時
で
あ

る
。

（メ
ン
バ
ー
は
地
元
出
身
と

よ
そ
者
半
々
）

「標
津
町
の
人
□

も
だ
ん
だ
ん
減
る
し
、
地
域
全
体

の
活
気
が
な
い
―
」

「こ
の
ま
ま

じ
ゃ
駄
目
だ
、
地
域
を
元
気
づ
け

る
事
を
し
よ
う
―
」
と
い
う
事
に

な
り
、
皆
で
何
か
を
動
か
す
き
っ

か
け
を
探
し
た
。
ま
ず
は
、
そ
ば

を
蒔
い
て
、
自
分
達
で
収
穫
し

て
、
食
べ
よ
う
と
な
り
、
地
産
地

消
を
目
指
す
事
に
な
る
。

（全
員

ほ
ん
も
の
の
蕎
麦
が
大
好
き
な
の

で
あ
る
）

平
成
二
十
年
六
月
、
標
津
町

は
、

「日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
加
盟
し
て
い
た
の
で
、
自

分
達
も
共
感
し
、
取
り
組
み
に
参

加
し
よ
う
と

「美
し
い
村
標
津
産

蕎
麦
作
り
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ

る
。
蕎
麦
も
順
調
に
収
穫
し
、
標

津
産
蕎
麦
を
皆
で
楽
し
ん
だ
。

せ
っ
か
く
畑
を
借
り
て
い
る
の
だ

か
ら
少
し
野
菜
も
作
ろ
う
と
会
員

の
家
族
で
食
べ
る
分
を
栽
培
す
る

事
に
し
た
。

平
成
二
十

一
年

一
月
、
Ｐ
丁
Ａ

の
会
合
の
あ
と
、
や
は
り
飲
ん
で

い
る
と
き
に
、
そ
ば
つ
ゆ
の
話
に

な
り

「標
津
の
鮭
で
節
の
よ
う
な

も
の
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
？
」

と
旨
い
蕎
麦
が
食
べ
た
い

一
心
で

出
汁
の
世
界
へ
と
入
る
。
こ
の

一

言
が
す
べ
て
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

一
緒
に
飲
ん
で
い
た
獣
医
師
の
高

橋
さ
ん
の
奥
様
が
静
岡
県
焼
津
市

の
カ
ツ
オ
節
の
老
舗
の
出
だ
と
わ

か
リ
ビ
ッ
ク
リ
。
早
速
、
電
話
で

問
い
合
わ
せ
す
る
と

「見
た
事
も

聞
い
た
事
も
な
い
が
試
作
し
て
み

よ
う
か
」
と
意
見
が
合
う
。

（人

の
縁
）

二
月
に
苦
労
し
た
末
に
試
作
品

が
完
成
し
、
届
い
て
更
に
ビ
ッ
ク

リ
。

（鮭
節
と
の
出
会
い
）
香
が

豊
か
で
味
が
優
し
く
旨
み
が
強
く

感
じ
る
。
海
物
と
川
物
で
試
作
し

た
が
、
川
ブ
ナ
の
方
が
油
も
な

く
節
に
適
し
て
い
る
事
も
判
明

丸
和
信
和
建
設
株
式
会
社

地
域
資
源
開
発
部

知
床
標
津
マ
ル
ワ
食
品

代
表

田
村
　
正
範

し
た
。

（わ
く
わ
く
し
て
来
た

ぞ
―
っ
―
―
）
こ
の
時
メ
ン
バ
ー

は
、

「鮭
節
で
地
域
を
元
気
に
出

来
な
い
か
？
」

「価
値
の
低
い

ブ
ナ
鮭
に
高
付
加
価
値
を

つ
け

て
‥
こ

と
心
を
は
ず
ま
せ
た
。

（ば
か
者
の
血
が
騒
ぐ
）

翌
月
す
ぐ
に
焼
津
の
工
場
見
学

と
私
達
の
熱
き
思
い
を
伝
え
に
行

き
、
手
大
山
造
り
の
技
術
伝
授
を

お
願
い
し
た
。　
一
次
加
工
は
標
津

漁
組
で
、
二
次
加
工
は
焼
津
で
、

三
次
加
工
は
知
床
標
津
マ
ル
ワ
食

品
で
と
削
り
工
場
を
完
成
さ
せ
、

業
務
用
の
鮭
節
製
造

・
販
売
を
開

始
す
る
。

十
月
に
町
内
の
若
者
を
採
用
し

手
大
山
造
り
の
技
術
習
得
の
た
め

に
、
ヤ
マ
十
増
田
商
店
に
弟
子
入

り
し
翌
年
五
月
、
北
海
道
で
初
の

手
大
山
乾
燥
炉
を
完
成
さ
せ
る
。

こ
れ
で
純
標
津
産
の
鮭
節
を
生
産

す
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ

た
。
業
務
用
に
加
え
て
小
売
用
の

要
望
が
強
く
発
売
し
た
が
好
評

だ

っ
た
の
で
炉
の
増
設
を
行
い 　̈

ん
力
焙
け
工

製ヽ
な
て

―
．ヽ

重
ジ
と
う

い
量
を
見
し

Ｍ一れ“椒い組蜘級嶽囃」

一一一̈̈
一̈̈̈
一̈̈
¨

二
十
三
年
四
月
に
は
、
標
津
高
校

卒
業
生
を
雇
用
し
、
計
六
名
体
制

で
生
産
力
を
強
化
し
た
。
こ
れ

は
、
標
津
町
内
で
の
評
価
も
良
く

町
民
の
皆
様
に
よ
る
応
援
が
大
き

か
つ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
今

で
も
知
人
に
送
る
贈
答
品
や
出
張

先
へ
の
お
み
や
げ
に
使
っ
て
い
た

だ
い
た
り
と
、
町
中
の
人
が
営
業

マ
ン
に
な
り
支
え
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

（地
域
ぐ
る
み
）

現
在
、
話
題
性
が
あ
る
の
か
メ

デ
ィ
ア
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

全
道
か
ら
全
国
へ
と
営
業
展
開
が

始
ま
り
ま
し
た

受
注
が
多
く
な
る
と
生
産
量
を

増
や
し
、
生
産
量
を
上
げ
る
に
は

雇
用
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
れ
が
こ
だ

わ
り
の
手
造
り
商
品
、
手
大
山
造

り
鮭
節

「
華
ふ
ぶ
き
」
な
の
で

す
。
焼
津
の
増
田
社
長
は
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
が
標
津
町
の
地
域
活
性

化
に
役
立
つ
な
ら
ば
と
我
々
に
大

切
な
技
術
を
伝
授
し
て
く
だ
さ
る

決
心
を
し
た
の
で
す
。

編集室
平
成
２３
年
３
月
１１
日
、
未

曾
有
の
大
惨
事
と
な
っ
た
東

日
本
大
震
災
。
そ
の
災
禍
に

於
い
て
、
消
防
職
員
、
消
防

団
員
等
は
危
険
が
迫
る
な
か

水
門
閉
鎖
、
避
難
誘
導
、
救

助
、
消
火
な
ど
懸
命
の
活
動

を
続
け
、
多
数
の
住
民
の
生

命
を
救
い
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
過
程
で
２２８
人

の
殉
職
者
が
生
じ
る
と
い
う

痛
恨
極
ま
る
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

１６９
人

の
遺
児
の
方
々
が
残
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
※
標
津
消
防

団
は
遺
児
達
の
健
全
な
成
長

を
願
い
、
そ
の
就
学
を
支
援

す
る
為
に

（財
）
消
防
育
英

会
の
東
日
本
大
震
災
消
防
殉

職
者
遺
児
奨
学
金
に
対
し
、

応
分
の
寄
附
を
す
る
事
を
決

定
致
し
ま
し
た
。
子
供
達
に

夢
を
、
未
来
を
１（吉

田
　
智
）

※
標
津
消
防
団

（波
切
進

一

団
長

団
員
１２０
名
）

議
　
　
長
　
田
中
　
孝
幸

委

員

長
　
大
垣
　
　
勇

副
委
員
長
　
南
　
　
憲
治

委
　
　
員
　
石
橋
　
昌
幸

委
　
　
員
　
士
口
田
　
　
智
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